
第３期山口県がん対策推進計画の概要 
 

第１編 計画の基本的事項 
 

第１章 計画の基本的事項 

１ 策定の趣旨 

改正がん対策基本法、国の第３期がん対策推進基本計画及び

本県のがんの状況を踏まえ、現行計画を見直し、第３期がん対

策推進計画を策定 

２ 計画の位置づけ 

がん対策基本法第 12条に基づく「都道府県計画」 

３ 計画期間 

  平成 30年度(2018年度)から 35年度(2023年度)までの６年間 
 

第２章 第３期計画の基本理念 

全ての県民が、がんに関する正しい知識を持ち、がん予防や

早期発見に取り組むとともに、がんにかかっても安心して暮ら

せる地域社会の構築 
 

第３章 推進体制 

１ 本県における推進体制 

国や市町をはじめ、県民、医療機関、関係団体等と相互に協

力・連携し、総合的に推進 
 

２ 計画の進行管理 

○山口県がん対策協議会において、毎年の取組状況を報告し進

行管理と評価を行い、必要に応じて施策等の見直しを実施 

○ がんに関する状況等を踏まえ、必要に応じ計画を見直す 
 

第４章 第２期計画の実績 

  目標６５項目中「達成したもの」     ２５項目(39%) 

「改善されたもの」    ２３項目(35%) 

「維持又は後退したもの」 １７項目(26%) 

 
 

第２編 本県のがんの状況 
 

第１章 がん罹患の状況 

○罹患率は、全国同様、男性が女性に比べ高く、男女とも 50

歳代以降上昇傾向にある 

○部位別では全国同様、近年乳がんの罹患率が上昇傾向にある 
 

第２章 がんによる死亡の状況 

○昭和 56年以降、死亡原因の第 1位、死亡者 4,902人［H28］ 

○男性は肺がん、女性は大腸がんによる死亡者数が最も多い

［H28］ 

○年齢調整死亡率(75 歳未満)は、全国平均をやや上回ってい

るものの、改善傾向にある 
 

第３章 がん患者数の状況 

○がんにより継続的に医療を受ける患者は約３万人 

（うち働く世代は約６千人） 
 

 

第３編 がんに関する理解の促進 

第１章 がんに関する正しい知識の普及啓発の充実・強化 

 
 

第２章 がん教育の推進 

 
 

第４編 県民総ぐるみで取り組むがん予防・早期発見の推進 

第１章 生活習慣改善や感染防止等 

 

第２章 がん検診受診率の向上 

 
 

第５編 患者の視点に立ったがん医療の充実 

第１章 がん拠点病院等 

 

第２章 がん治療の質の向上 

 

第３章 緩和ケアの推進 

 
 

第４章 がん治療を補完・充実する取組 

 

第５章 がん登録の推進 

 
 

 

第６編 がんにかかっても安心して暮らせる地域社会の構築 

第１章 相談支援体制や情報提供体制の充実 

 

第２章 就労を含めた社会的問題への対応 

 
 

第７編 個別のがんの現状と取組  

 部位や特性に応じたがんの取組を推進 

第１章 肺がん   

第２章 胃がん 

第３章 大腸がん 

第４章 乳がん 

第５章 子宮頸がん 

 

 

第６章 肝がん 

 

 

第７章 小児がん 

第８章 ＡＹＡ世代のがん 

第９章 希少がん・難治性がん 

 

 

がんに関する正しい知識の普及啓発及びがん患者に対する

理解の促進 
【県の施策】 

 重 市町等と連携した普及啓発の推進 

がん及びがん患者に対する理解に向けたがん教育の推進 
【県の施策】 

教育機関、保健医療専門家等と連携した、学校における

がん教育の推進 

生活習慣の改善、たばこ対策、ウイルス感染予防等の普及啓

発の推進 
【県の施策】 

市町等と連携した普及啓発の推進 

市町、医療機関、事業主等との連携による受診率向上や精度

管理の充実 
【県の施策】 

重 職場や女性をターゲットにした、検診の普及啓発 

・ 医師会等と連携した全県的な受診しやすい環境の整備 

・ 専門部会における市町検診の評価・技術的助言 

質の高いがん医療を提供できる体制の整備 
【県の施策】 

  各圏域におけるがん拠点病院等の整備 

手術・放射線・薬物療法等の質の向上、専門医等がん医療従

事者の育成、地域における医療連携の推進 
【県の施策】 

重 山口大学等と連携した専門的ながん医療従事者の育成 

診断時からの緩和ケアの提供 
【県の施策】 

  緩和ケアを理解し取り組む医師等の育成の推進 

セカンドオピニオン、在宅医療・介護サービス等の充実 
【県の施策】 

  セカンドオピニオンに関する普及啓発 

全国がん登録・院内がん登録の精度の向上 
【県の施策】 

 全国がん登録データを活用したがん対策の推進 

がん拠点病院がん相談支援センターの相談支援機能の充実 
【県の施策】 

重 がん患者や家族の多様な悩みに対応できる相談支援体

制の整備等 

がん患者に対する治療と仕事の両立支援、がんに関する事業

主の理解促進、アピアランスケアなどＱＯＬ向上への取組 
【県の施策】 

関係機関と連携した就労に関する相談窓口の周知と相

談支援体制の整備 

国が推奨するがん検診の対

象であり、がん検診の普及啓発

や受診しやすい環境の整備が

重要 

標準治療が未確立であり、治

療に対応可能な病院が限定さ

れていることから、患者への適

切な情報提供等が重要 

 

肝炎ウイルスの持続感染が

がん発症の主要要因であり、肝

炎ウイルス検査の普及啓発が

重要 



 


